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第３学年＊組 体育科学習指導案

指導者 木田 峰子

１ 単元名 体つくり運動（多様な動きをつくる運動）

２ 目標

○ 進んで運動に取り組み，きまりを守って友達と一緒に運動したり，場や用具の安全に気を付

けて運動しようとする。 （関心・意欲・態度）

○ 多様な動きをつくる運動の行い方が分かり，友達のよい動きを見付け，自分の運動に取り入

れたり，楽しく運動できる行い方を選んだりすることができる。 （思考・判断）

○ バランスをとりながら移動したり，力を試す動きができる。さらにそれらを組み合わせる運

動ができる。 （技能）

３ 単元設定の理由

本単元の多様な動きをつくる運動は，様々な体の基本的な動きを培っていくものである。ここ

では，低学年で体験した「体のバランスや移動」，「用具の操作」などの遊びの中から味わった

楽しさを基に，「力試しの運動」を加え，四つの運動を組み合わせている。

中学年児童は，心に自我が芽生える時期である。一般的には身体面では，低学年以上に活発に

体を動かすようになり，人間関係においても，友達とのつながりを重要視し，集団で行動するよ

うになる。また，自分の考えをもち，相手に伝えたり，行動したりできるようになり，好奇心か

ら多くの知識を得ようとする時期でもある。

そこで，児童にとって興味・関心を高めるような教材を設定し，「動き方」，「動きの構造や

コツ」について思考・判断しながら動きを習得していく。さらに運動を通して習得した知識をも

とに「動き方」，「動きの構造やコツ」について，気付いたことを話し合う活動を通して，論理

的思考力をはぐくめるとともに「生涯にわたって運動に親しむ資質や能力の育成」が図られると

考え，本主題を設定した。

４ 単元の評価規準

関心・意欲・態度 思考・判断 技能

学具 ①いろいろな運動に進んで取り組も ①運動の行い方を理解している。 ①体のバランスをとる運動（姿勢を変
習体 うとする。 えて回る，寝ころぶ，起きるなど）◎観察した情報から
活の ②多様な動きをつくる運動を選んでい や体を移動する運動（速さ・リズム◎根気強く，繰り返し
動評 ②順番やきまりを守ろうとする。 る。 ・方向を変えてはう，歩く，走る，
に価 ③ 友達と互いに励まし合っ ③友達のよい動きを見付け自分の運動 跳ぶなど），用具を操作する運動◎進んで
お規 たり，動きを見合ったりしようと に取り入れている。 （つかむ，持つ，回すなど），力試◎観察した情
け準 する。 しの運動（押す，引く，運ぶ，支る報から
る ④用具の準備や片付けを友達と一緒 ④なめらかな動きや運動のコツを分か など）が できる。◎安定して

にしようとする。 っている。 ②相手の動きに応じて，二つ以上 の
◎なめらかに⑤用具やスペースなどの身の回りの ⑤カードなどで学習を振り返ってい 動きを同時や連続して

安全に， 気を付けようとす る。 行うことができる。◎常に
る。

◎は十分満足できる状況
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５ 指導と評価計画（６時間扱い）（男子＊名，女子＊名，計＊名）

評価計画
学習のねらい・活動

関 思 技

は
○運動の特性や学習のねらい，計画，内容を理解する。じ
○多様な動きをつくる運動の学習準備をする。め

× ①
１ １ 学習のねらいと道筋を理解し，学習の進め方について知る。 ④ ①

・単元の学習の流れや１時間の学習の進め方 ・学習カードの使い方 ⑤
・グルーピング，役割分担の確認 ・課題解決や協力の仕方
２ 体ほぐしの運動をする。
３ 動きつくりをする。
４ 学習を振り返る。

な
ねらい①か
○運動を楽しみながら，多様な動きの感覚を味わう。１

×
２ １ 学習のねらいを確認する。
２ 体ほぐしの運動をする。
３ 動きをつくる。 （３人組）

＜なか１－１＞ バランス ＜なか１－２＞ ストロング ①

バランスをとりながら移動する運動をする。 体を支えながら移動する運動をする
Ａ ゴロリンコース Ｃ 動物の動きコース
Ｂ ピョンピョンコース Ｄ 力比べコース

４ 友達の動きを見せ合う。
５ 学習を振り返る。（学習カードに記入・自分のめあての確認）
６ 整理運動・片付けをする。

な
ねらい②か

２ ①○自分の課題をもって運動に取り組み，選んだコースの運動を楽しむ。
× ④ ③
２ １ 学習のねらいを確認する。 （３人組で各自のめあてを確認する。） ⑤
２ 場の確認をし，体ほぐし ・準備運動をする。
３ グループで選んだコースの運動を行う。（ＡまたはＢ）
４ 運動のコツについて話し合い，全体の場で交流する。
５ グループで選んだコースの運動を行う。（ＣまたはＤ）
６ 運動のコツについて話し合い，全体の場で交流する。 ② ②
７ 学習を振り返る 。（学習カードに記入・自分のめあての確認） ③ ④ ②
８ 整理運動・片付けをする。 ⑤

ま
ねらい③と
○自分たちで考えた運動を楽しむ。め

×
１ 学習のねらいを確認する。（自分たちで考えた運動を行う。）

１ ２ 場の確認をし，体ほぐしを取り入れながら準備運動をする。
３ 自分たちで考えた運動を楽しむ。
・工夫した運動 ・人数を増やして

４ 工夫した運動を紹介する。
５ 学習を振り返る 。（学習カードに記入・自分のめあての確認）
６ 整理運動・片付けをする。

６ 本時の学習
（１）本時のねらい
○既習の動きをもとに練習方法のコツを考えたり，見付けたりすることができる。 （思考・判断）
○基本的な動きを身に付け,バランスを取りながら体を滑らかに移動したり力を試す動きができる。

（運動の技能）
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(2)展開（５／６）

学習内容・活動 指導上の留意点 評価の観点・方法

は １ 場づくりや安全確認をして，整列，あ ・身じたくの確認と健康観察を行う。
じ いさつをする
め ２ 本時のねらいをつかむ
５

○友達のよい動きを見付けながら，なめらかな動きを身に付けよう。分

３ 体ほぐしを取り入れた準備運動をす ・運動する場所を確認させ，安全の確保
る。 と学習のスムーズな展開を意識付ける。
・ストレッチング ・楽しみながら体が温められるよう体ほぐ
・セブンジャンプス し運動を取り入れる。

４ ４人組で選んだ運動を行う。 ・前時までの学習をふり返り，１人ひとり
（１）一つ目のコースの運動に挑戦する。 が具体的なめあてをもって取り組めるよ

な ・めあてカードで自分とグループの友だ うにめあてカードで確認する。
か ちのめあてを確認する。 ・２コース４か所の運動の場で自分のめあ
30 ＜バランスコース＞ てに合った運動を選んで取り組めるよう
分 Ａ ゴロリンコース に，学びの筋道を記したカードをそれぞ

Ｂ ピョンピョンコース れの場に用意する。
＜ストロングコース＞ ・運動を行う順番やルールを確認したり， ＜関・意・態③＞
Ｃ 動物の動きコース ぶつからないスペースを確保するなど安 ・友達と互いに励まし合った
Ｄ 力比べコース 全面に十分配慮する。 り，見合ったりしようとす
・４人組になり，お互いの動きを見合い ・友達とかかわり合えるように，友達に自 る。
コツを見付け，アドバイスされたこと 分の動きを判定してもらう機会を設けた （学習時の観察）
を試してみる。 り，友達の動きを見るように声をかけた

りする。 ＜思考・判断③＞
(２）運動のコツを紹介し，交流する。 ◇友達の動きのよさを見付けることができ ・友達のよい動きを見付け，

るように随時よい動きを賞賛する。 自分の運動に取り入れてい
（３）二つ目のコースの運動に挑戦する。 ・全体の場で交流がしやすいように，同じ る。（学習時の観察・学習カ
・めあてカードで自分とグループの友だ コースの運動グループで話し合い，友だ ード）
ちのめあてを確認する。 ちのよい動きをアドバイスボードに書き
・４人組になり，お互いの動きを見合い 込むように助言する。 ＜運動の技能②＞
コツを見付け，アドバイスされたこと ◇どのような体の使い方がよいかの発問を ・相手の動きに応じて，二つ
を試してみる。 工夫しながら運動のコツを共有化し，後 以上の動きを同時や連続し

半の運動への意欲化を図る。 て 行うことが◎なめらかに
・自分のめあてに対してしっかり運動に取 できる。
り組んでいる子どもを賞賛する。 （学習時の観察）

ま ５ 学習を振り返る。 ・ふり返りカードに，本時のふり返りを記
と ・ふり返りカードに本時の反省を記録す 入し，全体の場で発表し合い，みんなで
め る。 友達のがんばりを賞賛する。
10 ・全体で学習をふり返り，次時の予告を ・どうしたらできるようになるのかをみん
分 する なで考え，動きのイメージを共有化させ

る。
６ 整理運動・片付けをする。 ・あらかじめ役割分担をしておき，短時間

で片付けができるようにする。

◇は努力を要する状況にある児童への手立て


